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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年4月10日(2008.4.10)

【公開番号】特開2002-256147(P2002-256147A)
【公開日】平成14年9月11日(2002.9.11)
【出願番号】特願2001-59874(P2001-59874)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  81/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/22     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/34     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/40     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  81/02    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/22    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/34    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/40    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   7/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月27日(2008.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】（ａ）ポリフェニレンサルファイドと（ｂ）平均粒子径とα結晶粒子径の比
（平均粒子径／α結晶粒子径）が３０以下であるアルミナおよび（ｃ）板状フィラーを配
合してなる熱伝導性樹脂組成物。
【請求項２】（ａ）ポリフェニレンサルファイド１３～４０重量％（ｂ）前記アルミナ４
０～８５重量％および（ｃ）板状フィラー２～２０重量％を配合してなる請求項１記載の
熱伝導性樹脂組成物。
【請求項３】前記アルミナのα結晶粒子径が５μm未満である請求項１または２記載の熱
伝導性樹脂組成物。
【請求項４】組成物中のアルミナの平均粒子径とα結晶粒子径の比（平均粒子径／α結晶
粒子径）が３以下である請求項１～３のいずれか記載の熱伝導性樹脂組成物。
【請求項５】板状フィラーがガラスフレーク及び／またはマイカである請求項１～４のい
ずれか記載の熱伝導性樹脂組成物。
【請求項６】板状フィラーの平均粒径が５μm以上で平均厚さが０．５μm以上である請求
項１～５のいずれか記載の熱伝導性樹脂組成物。
【請求項７】ポリフェニレンサルファイドの３１０℃、せん断速度１，０００／秒におけ
る溶融粘度が２～８０Ｐａ・ｓである請求項１～６のいずれか記載の熱伝導性樹脂組成物
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１０】
　すなわち、本発明は下記樹脂組成物を提供するものである。
（１）（ａ）ポリフェニレンサルファイドと（ｂ）平均粒子径とα結晶粒子径の比（平均
粒子径／α結晶粒子径）が３０以下であるアルミナおよび（ｃ）板状フィラーを配合して
なる熱伝導性樹脂組成物。
（２）（ａ）ポリフェニレンサルファイド１３～４０重量％（ｂ）前記アルミナ４０～８
５重量％および（ｃ）板状フィラー２～２０重量％を配合してなる上記（１）記載の熱伝
導性樹脂組成物。
（３）前記アルミナのα結晶粒子径が５μm未満である上記（１）または（２）記載の熱
伝導性樹脂組成物。
（４）組成物中のアルミナの平均粒子径とα結晶粒子径の比（平均粒子径／α結晶粒子径
）が３以下である上記（１）～（３）のいずれか記載の熱伝導性樹脂組成物。
（５）板状フィラーがガラスフレーク及び／またはマイカである上記（１）～（４）のい
ずれか記載の熱伝導性樹脂組成物。
（６）板状フィラーの平均粒径が５μm以上で平均厚さが０．５μm以上である上記（１）
～（５）のいずれか記載の熱伝導性樹脂組成物。
（７）ポリフェニレンサルファイドの３１０℃、せん断速度１，０００／秒における溶融
粘度が２～８０Ｐａ・ｓである上記（１）～（６）のいずれか記載の熱伝導性樹脂組成物
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本発明では、アルミナの平均粒子径とα結晶粒子径の比（平均粒子径／α結晶粒子径）
が３０以下であるアルミナを配合することが、流動性と機械物性の高度な両立の点で必要
である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　［比較例１］
　アルミナとしてアルミナ－Ｄを用いた以外は、実施例１と同様の方法で溶融混練、ペレ
タイズ、評価を行った。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　［実施例６］
　各成分の配合量を表１に記載のとおりとした以外は、実施例１と同様の方法で溶融混練
、ペレタイズ、評価を行った。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００７４】
　［実施例７］
　ＰＰＳにＰＰＳ－Ｃ、板状フィラーにガラスフレークを用い、アルミナ－Ｂを用いた以
外は、実施例１と同様の方法で溶融混練、ペレタイズ、評価を行った。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　［実施例８］
　ＰＰＳとしてＰＰＳ－Ｂ、アルミナとしてアルミナ－Ａ、板状フィラーにカオリンを用
い、表１記載の組成とした以外は、実施例１と同様の方法で溶融混練、ペレタイズ、評価
を行った。結果を併記する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　［比較例２］
　板状フィラーのかわにりガラス繊維を用いた以外は、実施例１と同様の方法で溶融混練
、ペレタイズ、評価を行った。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
　［比較例３］
　アルミナのかわりに炭酸カルシウム、板状フィラーのかわにりガラス繊維を用いた以外
は、実施例１と同様の方法で溶融混練、ペレタイズ、評価を行った。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
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【表１】
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